
１ねんせいのみなさんへ

４月２８日（火）
が つ に ち か

★さんすう ブロックでたしかめよう！「いくつと いくつ」について

「いくつといくつ」のがくしゅうでは、かずを ２つにわけることを がくしゅうします。

このあと、くりあがりのあるたしざんや くりさがりのあるひきざんで このがくしゅうし

たことを つかいますので、なんどもなんども ブロックそうさをして すぐにこたえられ

るようにしておきましょう。

★きょうかしょ２０、２１ページ「６は いくつと いくつ」

＜ブロックのそうさのやりかた＞

６ ①ブロックを６こならべます。

わける ②ブロックを２つにわけます。

１ ５ いくつと いくつに わけられたか

かぞえます。

＜れい＞ 「６は１と□」 「６は□と□にわかれます」とこえにだして

□には なにが はいるかな いいます。※

③「７はいくつといくつ」「８はいくつといくつ」「９はいくつといくつ」も

おなじようにやります。

※このあと、たしざんのがくしゅうで「１と５で６」といういいかたを よくつかいます。

このいいかたと こんどうしないように、こえにだして いいましょう。

＜おうちのかたへ＞

「６は１と５」は６を１と５に分解しています。「１と５で６」は １と５で６を

合成しています。「は」と「で」の助詞の使い方で、どちらなのかを判断するので

すが、子供たちの多くが混同してしまいます。言葉とブロック操作をつなげて覚え

るようにしたいと考えます。

※つぎのページがあります



きょうかしょ２８～２９ページ「１０はいくつといくつ」
★ブロックそうさのやりかた

＜れい＞「１０は ２ と □」 □には なにが はいるかな？

ステップ１ とうめいなカバーをつかう

かくれているブロックが みえるので、□がなにか かぞえることができます。

２ ８

ステップ２ ふとうめいなカバーをつかう

かくれているブロックが みえないので、ヒントとして１０のかたまりをおいて

□がなにかを かんがえます。

２ ８

ステップ３ ヒントなしで かくれているブロックのかずを かんがえる

２ ８

①ステップ１→ステップ２→ステップ３と じゅんに すすみましょう

②なれてきたら、ステップ３で かくれているブロックがいくつか すぐにこたえられる

ように なりましょう

※すぐにこたえられるようになるまで ブロックそうさを なんそも なんども

することが たいせつです。


